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看護学部 看護学科  

教授 山 田  和 子 
（女）  

（ヤマダ カズコ ）（ Kazuko Yamada ） 

   

◆ 学位 
学位名 博士（保健医療学） 博士（医学） 修士（児童学） 

取得方法 課程 論文 課程 

◆ 学歴 

大学 明星大学人文学部心理教育学科 

大学院 
聖徳大学大学院児童学研究科児童学専攻前期課程 

国際医療福祉大学大学院保健医療学専攻博士後期課程看護学分野 

◆ 学内職務 

（2019 年度） 

▪ 図書委員会 ▪ 大学院準備委員会 

▪ 将来構想委員会 ▪  

◆ 担当授業科目 

（2019 年度） 

▪ 大学基礎演習 ▪  

▪  ▪  

◆ 職務上の実績に関する事項（資格,免許,特許,等） 

▪ 保健師、看護師、養護教諭 1 種 

◆ 専門研究分野 ◆ キーワード 

公衆衛生看護学 公衆衛生看護学 
▪ 保健師活動 ▪ 母子保健 

▪ 子ども虐待 ▪  

◆ 研究概要 保健師活動における支援に関する研究、子ども虐待における支援に関する研究 

◆ 所属学会 
▪ 日本公衆衛生看護学会 ▪ 日本公衆衛生学会 

▪ 日本こども虐待防止学会 ▪ 日本小児保健学会 

◆ 主要著書（５件程度） 

書名・タイトル 単/共 発行年月日 発行所,発表雑誌等,発表学会の名称 

▪ 
保健師が行なう家庭訪

問 第 2 版 
共 平成 30 年 

やどかり出版 

 

▪ 
ネグレクトされた子ど

もへの支援 
共 平成 28 年 明石書店 

▪ 
ナーシンググラフィカ� 

公衆衛生（第 4 版） 
共 

平成27年 
 

メディカ出版 

 

▪ 
子ども虐待予防 CARE プ

ログラム 
共 

平成27年 
 

明石書店 

 

▪ 

公衆衛生看護学テキス

ト２巻公衆衛生看護技

術 

共 
平成26年 
 医歯薬出版株式会社 

◆ 主要論文（５件程度） 

書名・タイトル 単/共 発行年月日 発行所,発表雑誌等,発表学会の名称 

▪ 

壮年期男性における虚

血性心疾患患者の入院

前と退院３か月後の

Quality of Life の変化

に関連する要因 

共 平成 30 年 
日本看護研究学会雑誌，41（5）：983-

994 

▪ 

現健康推進員，既健康

推進員，非健康推進員

のヘルスリテラシー，

ソーシャルキャピタル

および健康行動の特徴 

共 
平成 30 年 

 

日本公衆衛生雑誌，65(3)：1-9 
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▪ 

3 市 3 町で行う「産後 2

週間サポート事業」の

効果 

共 平成 30 年 地域保健，2018 年 3 月号,54－58 

▪ 

A 町における母親から 

3～4 か月児への愛着と 

その関連要因 

共 平成 29 年 小児保健研究，76(6)：618-624 

▪ 

成人前期の術後乳がん

患者の QOL の実態とそ

れに関連する要因 

共 平成 28 年 日本衛生学雑誌，71：163-172 

◆ その他（５件程度） 

書名・タイトル 単/共 発行年月日 発行所,発表雑誌等,発表学会の名称 

▪ 

学会発表 

特定健診受診の有無と

健康増進ライフスタイ

ル、ヘルスリテラシ

ー、ソーシャルキャピ

タルとの関連 

共 平成 30 年 第 28 回日本医学看護学教育学会 

▪ 
前期高齢者における低 

栄養の実態と関連要因 
共 平成 30 年 第 28 回日本医学看護学教育学会 

▪ 

大学が支援する新人保 

健師研修における事例 

検討の試み 

共 平成 30 年 第 6 回日本公衆衛生看護学会学術集会 

▪ 

40、50 歳台就労女性 

における調理や食卓の 

工夫と食塩摂取との関 

連について 

共 平成 29 年 第 76 回日本公衆衛生学会 

▪ 

脳卒中後遺症在宅患者 

の主観的幸福感に関連 

する要因 

共 平成 29 年 第 30 回日本保健福祉学会学術集会 

 


